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　2011年3月11日 東日本大震災と東京電力福島第一原子力

発電所の事故により、浪江町だけでも全町民 21,000人が全国

に避難を強いられました。

　7年経った現在約400名が帰還され、一方神奈川県には 400

名を超える方々が生活されています。

　移住されている方々も、ここ横浜に住む皆様もふるさとに抱く

思いは同じではないでしょうか。　今回、浪江町史に多く残され

ている中から、昔話三作を 「絵おと芝居」 という形にして、物語

と演奏でお伝えします。

月
日（木）  15：00 ～ 17：30

（開場：14：30）

会場 ： アートフォーラムあざみ野 （男女共同参画センター横浜北）
　　　　 １階　レクチャールーム
　　　　 東急田園都市線・横浜市営地下鉄「あざみ野」駅徒歩５分

男女共同参画センター横浜北

2018年度 「公募型男女共同参画事業」

参加費1,000円　（前売 800円）



アートフォーラムあざみ野　　男女共同参画センター横浜北

〒225-0012　横浜市青葉区あざみ野南1-17-3
○交通のご案内

東急田園都市線・横浜市営地下鉄「あざみ野」駅徒歩5分

※駐車場は予約制（有料）　電話：045-914-5910

アートフォーラムあざみ野（男女共同参画センター横浜北）

あったかい地域を

あ っ た か い 人 を

あったかい思いを

語り部 演　奏

≪ 浪江まち物語つたえ隊 ≫
浪江町に伝わる昔話や震災時の実話をもとに
した紙芝居、アニメーションを制作するとと
もに、作品の上演会や上映会を開催
つたえ隊メンバーの「八島 妃彩」は、原発
避難にてふるさと浪江町から転々とし、避難
先の桑折町仮設でこの活動を始める

≪ ナレーター  ＆ ＭＣ ≫
「杉本周子・河西智美」都筑区拠点に活動中
のイクミンズメンバー
舞台から司会まで幅広く活躍中の育児ママ

≪グループ名≫

　JUNKBOX（ジャンクボックス）

≪プロフィール≫
7人組ポップスバンドセンターの3人から成
るアコースティックユニット

ボーカル「なつき」の透明感ある歌声と
バイオリン「山岸亜人」の深みある音色を
リーダー「朝倉哲也」が味わい深い音楽に
仕上げてお届けします

参 加 費 ： 1,000 円 （高校生以下 無料）　　前売り ： 800 円 
定 員 ： 先着 100 名（満席になり次第受付を終了させて頂きます 
申 込 方 法 ： 6月 15日 より メール、HP（お問い合わせ）にて 受付 

 〖 ①参加代表者名　②参加人数　③電話番号　を記入 〗
　　お申し込み後 3日以内に、ご連絡を差し上げます

　企画実施（受付先）：「NPO法人 結ぶ」 
  メール ： musubu.tsuduki@gmail.com
  Ｈ　Ｐ　 ： http://tsudukigakkou.jimdo.com

※ この事業は、男女共同参画センター横浜北との協働事業として実施します。
※ 提供された個人情報は、今回の事業実施のみに利用し、その他の目的で利用することはありません。

☆ 絵おと芝居（物語・語り部・演奏のコラボレーション）
　  ・あんば様（海に面した請戸地区 苕野神社に祀られる安波様の物語）
　  ・あっこ淵（請戸川上流 室原地区 室原川の大きな淵での物語）
　  ・歯形の栗（大堀相馬焼で有名な大堀地区 栗の大木にまつわる物語）

☆ 浪江町60年の軌跡（浪江町 まちの思い出を映像でふりかえる）

☆ 演奏と合唱（しばし生演奏を聴き、最後はふるさとを思い歌おう）

共 催 ：  早稲田大学 地域社会と危機管理研究所　・　NPO法人 かながわ避難者と共にあゆむ会

後 援 ：  都筑区役所、都筑区社会福祉協議会（申請中）　・　青葉区役所、青葉区社会福祉協議会（申請予定）

協 力 ：  NPO法人 のはらネットワーク　・　つづきグリーフケア協会グループAkari


